ハンドマイク演説参考例（原発撤退・エネルギー転換）
二〇一一年六月二〇日　県政策宣伝センター

　●●のみなさん、こんにちは。日本共産党●●支部（後援会）です。この場所をお借りして、日本共産党の原発撤退・エネルギー政策転換を求める訴えをさせていただきます。よろしくお願いいたします。

　福島原発事故は３カ月が経過しても被害が拡大しつづけ、日本の災害史上でも類をみない深刻さをもつ災害となっています。いま、歴代政府が続けてきた原発依存のエネルギー政策をこのまますすめていいのかが大きく問われています。
福島原発事故で明らかになった原発の問題点は何でしょうか。一つは、原発事故はひとたび重大事故が起こると被害はどこまでも広がり、将来にわたっても被害をおよぼし、地域社会の存続さえも危うくするという、ほかの事故にはみられない異質の危険があるということです。二つは、そもそも原発の技術が本質的に未完成だということです。核エネルギーをとりだす際には莫大な放射性物質を原子炉の内部に安全に閉じ込めておくことができません。さらに日本のほとんどの原発で使われている「軽水炉」という原子炉は冷却水で冷やしつづけなければ重大な事故がおこる「構造上の問題」があります。さらに、「トイレなきマンション」と呼ばれるように、「使用済み核燃料」を後始末する方法もまったく見つけ出されていません。三つめは、こうした危険性をもつ原発を世界有数の地震、津波国である日本に５４基も立地させている点です。日本に立地している原発で地震や大津波の危険性がないところなど一つもありません。四つは、歴代日本政府が「日本の原発は安全」と「安全神話」にしがみついていたことです。スリーマイルや、チェルノブイリ原発事故の教訓を学ばず、国際原子力機関の勧告さえ無視しました。日本共産党は、「安全神話」を一掃し、原発事故の危険を最小限にするために、あらゆる措置をすみやかにとることを強く求めます。同時に、原発はどんなに安全対策をしても重大事故が起こる可能性があり、安全な原発は今の技術ではありえないことも示しました。
これらをふまえ、日本共産党は自然エネルギーの本格的導入と、低エネルギー社会へ転換し、５～10年以内を目標に原発撤退のプログラムを策定することを提案しています。現在ある54基の原発のうち、稼働しているのは３分の１です。原発撤退という決断をしてこそ、自然エネルギー推進、低エネルギー社会にむけた本格的なとりくみができます。
国民の運動と日本共産党の議会での追及、申し入れによって静岡県にある浜岡原発は停止しました。しかし、災害時に事故が起こる危険は残ります。停止にとどまらず廃炉にする運動がいま、大事です。浜岡原発を廃炉にする署名にご協力下さい。
自然エネルギーに本当に頼れるのかと不安に思う方もいると思います。日本の自然エネルギー資源量は太陽光、中小水力、地熱、風力だけでも２０億キロワット以上あり、原発54基の約40倍です。原発を廃止し、自然エネルギーに切りかえることは十分可能です。さらに、エネルギー消費削減のためには、「２４時間型」の社会のあり方を見直すことが大切です。人間らしい働き方と暮らしを実現し、真にゆとりのある生活を実現することこそ低エネルギー社会への第一歩となります。
今、日本でも世界でも原発撤退を求める声が大きく広がっています。ドイツでは２０２２年までに原発撤退を決め、スイスも撤退を決めました。イタリアでは国民投票で94％の人が原発復活に反対の意思表示をし、イタリア政府は原発を断念しました。大事故を起こした当事国の日本がどうするのか世界が注目しています。原発撤退の一点で力を合わせましょう。原発撤退・浜岡原発を廃炉にする署名にご協力ください。

日本共産党の不破社研所長が原発問題の本質を解明したパンフレットが好評です。１冊１５０円です。ぜひお読みください。また、日本共産党が発行している「しんぶん赤旗」をお読みください。日刊紙は２９００円、日曜版は８００円です。

　以上でこの場所からの宣伝を終わらせていただきます。ご静聴ありがとうございました。
